


究室を出発させたのは,ち ょうど “有限エネル

ギー和則"が双対模型へと発展していった時期に

あたり,猪木研究室は大変高揚した雰囲気の中に

ありました。いたる所で双対性や双対模型
‐
が素粒

子研究の中心のテーマになっており猪木先生の御

仕事を出発点にして世界が回っている様に思える

ほどでした。私も真似事で双対性をいじって論文

をいくつか発表させて頂きました。我々が研究生

活を始めるに当たって猪木先生からうけた学問的

影響は忘れる事の出来ないものです。

素粒子の理論はその後1970年代初めゲージ理論

の登場と共に大きく方向を転換しその様オロを一変

しました。更に,1980年代半ばからは弦理論が登

場 し再びその様相を大きく変化させています。

我々猪木研の出身者も時代と共に研究対象を変え

て行きましたが,猪木先生御自身は一貫してハ ド
ロンの物理を研究テーマとして追求されました.。

研究者は青春時代に巡り会った研究テーマに一生

こだわり続けるといわれますが,猪木先生はその

典型とみる事が出来るかも知れません。先生は若

い日に留学されたバークレー分校の様子を我々に

よく話 して下さいましたが,素粒子論のメッカ

だったバークレーに当時巻き起こった新しい研究

の波 (レ ッジェ・ ポールやブートストラップ理論

等)や60年代初めの古き良きアメリカの風俗,そ

して猪木先生の青春時代の逸話等が混然一体と

なっていつまでも私の脳裏に焼き付いています。

猪木先生は,最近は弱電磁相互作用の統一模型

に現われるヒッグス粒子に関心をもたれハ ドロン

物理の手法を用いて研究を続けておられます。海

外に出張される事も多くお忙しい日々を過ごして

いらっしゃいます。 4月 からは私大の情報学科に

移られるそうですが:新 しい環境のもとでますま

す御活躍くださるものと期待しております。先生

の作「健康と御発展を祈 りつつ感謝の気持ちをこめ

てお送りしたいと思います。
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